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2 La- 9 住宅の気密・

○指宿美純゛

(*お茶女大

断熱化と居住者の意識

田中辰明**

院f お茶女大）

ライフスタイルに関する調査

住　　 居

目的：旧来、我が国においては夏を旨とする住宅が建築され、その住文化に基づいた住意

識、生活様式が発達してきた。しかし近年では省エネルギーや快適性の面からも住宅は、

欧米のように高気密・高断熱化してきている。生活様式の違いから様々な問題が起こって

いると考えられるため、居住者の住まいや住まい方に対する意識やライフスタイルの実態

を探り、問題点を明らかにするとこを目的とした。

方法：一般に、その断熱仕様や工法から高気密・高断熱住宅といわれる輸入住宅の居住者

を本調査の対象とした。居住者のいる輸入住宅 ３棟において夏期・冬期それぞれ一週間、

リビングの温度・湿度などの測定を実施した。並行して窓の開閉、冷暖房機器、発熱機器

の使用状況、室滞在状況を細かく生活パターン表に記入してもらい、実測値から計算され

た快適性の評価と合わせて比較した。また、輸入住宅居住者において年代別のグループを

作り討論形式でインタビューを行い､輸入住宅内での日常生活においての満足点や不満点、

高気密・高断熱の住宅で発生する問題について討論を行った。

結果：生活パターン表と実測値から計算された快適性の評価から、冷暖房の設定温度の工

夫や換気方法において改善されるべき点が明らかになった。グループインタビューからは、

必ずしも居住者が住宅の高断熱・高気密の性能を正しく理解し、性能を引き出すようなラ

イフスタイルを身に付けているとはいえないことが明らかになった。住宅性能の向上に伴

い、居住者は意識とライフスタイルを変化させるべきである。そのためにはより熱心な住

教育、消費者教育と同様に住宅供給側の指導・教育 も重要になると考える。

2La-10　　　　　暖 房 方 式 選 択 へ の影 響 要 因 に 関 す る 研 究

○ 五十嵐由利子＊　道下智美＊

（＊新潟大学）

目 的　 新潟県 では省 エネルギー の観点や住宅 内で の温度差 の縮小へ の要望な どから住

宅 の断熱性能 に関す る居住者の関心は高くな りつつ ある｡ 一方､ 室内の空気汚染 防止や高

齢化へ の対応等から 安全な暖房方式へ の要求 も高くなっ ていると推測される。 本研 究で

は、暖房方式の現状 を把 握し、過去 の調査結果ffi）と の比較も加え､ 暖房方式の選択 にど の

ような要因が影響して いるかをアンケート調査 により 明らかにすることを目的 とした。

方 法　 新潟県 立高等 学校 ２校（新潟市と長 岡市各 １校）の生徒の父 兄による調査用 紙へ

の回答 を依頼し、119 件の有 効回答を得た。調査は1998 年10 月に実施した。

結果　1 ）対 象住宅 は１戸 建て持ち家が ９割を､また木造住宅が ８割 を越えていた｡２）

「暖房off 後 の寒さの感じ かた」 「すきま風の感じ方」に建築年 と住宅 金融公 庫融資 の有

無との関連がみられ、1990 年以 降の住宅は寒さの 感じ方が少なくなって いた。　３）各 室

の暖房方 式として石油スト ーブ（ファンヒーターを含む）が最も多く、ほとんどの居室で

５割を越えて いた。 12 年 前の調査結果 と比較する と、石油ストーブ の増加、ガ スストー

ブ の減少 が顕著 で、石油フ ァン ヒータ ーの普及が影響していると考えら れる。4 ）建築年

代別に みると 、1990 年以降建築 の住宅 に､ 居間でFF 式暖房機､ 主寝 室でエ アコ ンの増加

が顕著であっ た。５）暖房器 具選択 理由として「速く暖まる」がいずれ の居 室で も最重視

されていたが 、次に重 視したこ ととし て、居間で は「燃料が安価」であった のに対 し、私

室においては 「操作 が容易」が多 かった 。

（注：五十嵐由利子他４名、「各室における暖房方式の地域比較」、日本建築学会北陸支部報告集、1988）
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